
平成22年９月橋本市議会定例会会議録（第４号）その３ 

平成22年９月15日（水） 

                                           

     

（午前10時45分 再開）  さきの３月、６月定例会におきましても区

長制度についてお尋ねしましたが、引き続い

てお尋ねしたいと思います。 

○議長（中西峰雄君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。  市民協働の観点からも「市民の声でつくる

まちづくりを」との考えから、改めて区長制

度を考えてみたいと思います。 

 順番16、13番 瀧君。 

〔13番（瀧 洋一君）登壇〕 

○13番（瀧 洋一君）議長のお許しをいただ

きましたので、通告に従いまして一般質問を

行います。 

 市当局は、市民への説明責任を「区長さん」

と呼ばれる方に転嫁をしたりはしてないでし

ょうか。その責任と負担を押し付ける行政の

進め方はいかがなものかと感じています。ま

た、市議会において「地元の理解を得ていま

す」との答弁がよく聞かれます。その根拠が、

「区長さん」出席の会議で話したという程度

で、「理解をいただいた」とされることも耳に

します。 

 昨日行われました民主党代表選挙では、党

員、サポーターの１票で日本の総理を決める

という選挙となりました。官僚主導から政治

主導へ、いえ、私たちの国民の声で、国民の

生活のための政治を行っていくというスタイ

ルが確立されようとしていることの現れとも

言えます。  現状の区長制度が、市民の声を取り入れる

ことができているのでしょうか。市当局とし

てのお考えをお尋ねします。 

 そんな中、我が橋本市を振り返ってみます

と、私たちの声が市政に届いているのでしょ

うか。疑問に感じまして、どこに原因がある

のだろうかと考えますに、行き着きますのが

区長制度であります。区長さんという定義も

明らかになっていないにもかかわらず、責任

を押し付け、権限を付与し過ぎて、本来の行

政の仕事を押し付けているようにしか見えま

せん。一部の声の大きな市民の声が、あたか

もすべての市民を代表しているのでしょうか。

声なき声をどのようにお考えでしょうか。 

 ①改めまして「区」と「自治会」との違い

についてお尋ねします。 

 ②私の質問を機に制定していただきました

「行政事務委託契約事務取扱要綱」について

お尋ねをいたします。 

 ③旧高野口町において、合併にあたり「区

長さん」にお願いされる業務がどのように変

化をしたのか、お尋ねします。 

 ④投票管理者の選任方法についてお尋ねし

ます。  行政主導から市民主導へ、橋本市政も転換

の一歩を踏み出すときがそろそろ訪れてきて

いるように思います。 

 ⑤市民への説明責任を果たす方法について

の考え方についてお尋ねします。 

 私たちの未来は、私たちの手で。市民と行

政が一体となったまちづくりをめざしまして、

今回もお尋ねをいたしたいと思います。 

 ⑥市民協働の観点から、市民ニーズへの対

応についての方針をお尋ねします。 

 ⑦市当局から見た区長制度のメリット・デ

メリットについての見解をお尋ねします。  １．区長制度について。 
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 以上、明快なご答弁をいただけますよう期

待いたしまして、私の１回目の質問を終わり

ます。 

○議長（中西峰雄君）13番 瀧君の一般質問

に対する答弁を求めます。 

 総務部長。 

〔総務部長（中山哲次君）登壇〕 

○総務部長（中山哲次君）それでは、区長制

度についてのおただしについてお答えをさせ

ていただきます。 

 まず、１点目の、「区」と「自治会」との違

いについてでありますが、３月議会において

もお答えさせていただいたように、区、自治

会、町内会など、その地域によっていろいろ

な名称がありますが、いずれもその地域で暮

らす人々で結成された任意の団体であり、同

じものであると考えています。 

 ２点目の、「行政事務委託契約事務取扱要

綱」についてでありますが、基準は以前から

策定しており、運用を行っておりましたが、

要綱として定めることが市民への説明や理解

が得やすいことから明文化したところであり

ます。 

 ３点目の、区長さんへの業務について、合

併によりどう変化したのかとのおただしにつ

いてでございますが、旧橋本市地域において

は変化はございませんが、旧高野口町地域に

おきましては、それまで100余りに分かれてい

た区・自治会を34地区に統合していただいた

経過もあり、とまどいや、合併前は町職員で

の対応であったものが、地域をよく知られて

いる区長さんに選任依頼等を行っていること

や、工事などにおける地元同意等のシステム

の違いがあるとのことをお聞きしております。 

 ４点目の、投票管理者の選任方法について

でありますが、６月議会でもお答えさせてい

ただいたように、投票管理者並びに投票立会

人の選任の際には、選挙管理委員会から、地

域の実情に詳しい区長さんや自治会長さんに

推薦依頼を行っており、内申をいただき、選

挙管理委員会で選任を行っております。 

 ５点目の、市民への説明責任を果たす方法

についてのおただしですが、市民への説明等

については、案件により区長さんへ説明する

場合や、地元へ出向き協議や説明会を行う等

ケースバイケースであり、その都度の案件に

より対処しているところでございます。 

 ６点目の、市民協働の観点からのおただし

についてでございますが、市民と行政が一緒

になってまちづくりに取り組む協働の動きが

全国的に活発化している状況であり、近年、

この区や自治会組織が主となって、自主防災

組織も順次設立されており、８月22日には自

主防災大会も多くの方々のご参加のもと、開

催されたところでございます。これからは、

市民と行政の協働のまちづくりとして、これ

までの行政にゆだねられてきた公共サービス

において、市民と行政、あるいは市民相互で

担っていく公共サービスの提供となるよう、

協働社会の構築をめざしてまいりたいと考え

ております。 

 ７点目の、区長制度についてのメリット・

デメリットについてのおただしですが、橋本

市では、従来から主として大字単位の地縁を

もって「区」を組織されております。この区

及び区長制度は、昭和30年の市町村合併から

の、この地域でまちづくりの制度といいます

か慣習でもあり、メリット・デメリットとし

て表現しにくいところがありますが、地域住

民から選ばれた代表者である区長さんなり、

自治会の会長さんなりを通じて、市と区は協

働における互いのパートナーとして、ともに

歩んできているものと考えております。 

 次に、デメリットと言えるかどうかわかり

ませんが、区長業務の負担が多いとのお声も

お聞きしますので、事案により適切な対処を
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行えるよう取り組んでまいりたいと考えます

ので、よろしくご理解を賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（中西峰雄君）13番 瀧君、再質問あ

りますか。 

 13番 瀧君。 

○13番（瀧 洋一君）３月、６月、引き続い

て、この区長制度なんですけれども、まず①

なんですが、区と自治会、これは３月議会で

もお尋ねをしました。確認なんですが、市と

しては、これは区と自治会、まったく同一の

もの、特に新興住宅においては自治会と呼び、

旧の字については区と呼んでいる。それをま

とめて、総称して区と呼んでいるんだという

ことでのご答弁があったかと思います。その

ことを踏まえた上で、再度ここでお尋ねして

いるのは、地域によりまして、区長さん、自

治会長さんが別に存在をする、こういったと

ころもあるということがわかりましたので、

改めてお尋ねをさせていただきたいと思いま

す。 

 自治会長さんというのは、従来の、どこの

都市でもあります地縁によるものであると理

解をしております。ただし、市とのさまざま

な折衝など業務が非常に多いため、その自治

会では賄えないということで、改めて別に区

長さんを設けた、また、それが都市によって

は、たまたま同じ方になっているということ

もお聞きをしておるわけですけれども、やは

り、そこが一本化できないなどといった事例

もお聞きをしております。 

 そしてまた、先ほどの答弁でもございまし

た、旧高野口町においては大字を中心とする

区と従来の細かくございました自治会とを統

合する中で、大字と一致しない統合が行われ

ていることも事実でございます。 

 それらを踏まえまして、この区と自治会、

しっかりと何らかの定義をする必要があるの

ではないかと思います。今のところ、先ほど

の答弁をお聞きしていますと、区長制度を今

後も続けていくと、そんなふうにとれるわけ

ですけれども、この規定がないことはさきの

３月議会での答弁でも明らかでございますが、

その点について、ご見解をお聞かせください。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）前回もご答弁させ

ていただきましたように、基本的に区なり自

治会、町内会という呼び名はあるわけでござ

いますけれども、本市としましては同じ扱い

ということで、現在橋本市では109の区長さん

と、パートナーという立場で行政のお手伝い

をしていただいているという状況でございま

す。 

 それから、高野口の件でございますけれど

も、ご答弁もさせていただきましたが、合併

前は100余りの区がございました。それが各区

長さんのご協力をいただきまして、34にまと

めさせていただいておりますので、ただ、議

員ご指摘のとおり、旧高野口町内には現実的

にはやはり100余りの区の名残が残っており

まして、地域の中ではそういう地域活動をさ

れている自治会もあるというふうには認識は

しておりますが、あくまでも行政として窓口

でお願いしておりますのは、認識しておりま

すのは34というところでございますので、よ

ろしくお願いしたいと思います。 

○議長（中西峰雄君）13番 瀧君。 

○13番（瀧 洋一君）ということは、やはり

区と自治会は別ということですね。今、それ

をご答弁いただいたということですか。 

 それと、今、私が指摘をさせていただいた

のは、旧橋本地域でございます。旧橋本地域

において、自治会長さんと区長さんが別に存

在する地域があるということを指摘をさせて

いただいております。それに、個々の案件に

ついてはここでお尋ねをする、これは住民自
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治の原則でありますので、その地域にお任せ

することとして、議会で取り上げる問題では

ないと思いますけれども、そういった点、ま

たは統合された旧高野口町の100余りのとこ

ろでは、自治会としては今も存在をしておる。

その中で、市との窓口として区長がある、そ

ういうご答弁で間違いございませんか。 

 この要綱は22年の４月１日から施行する、

あの３月議会以降に制定をされたものです。

改めて答弁をお願いします。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）行政事務委託費を

お支払いさせていただいている区は108でご

ざいます。区の数は109でございますけれども、

ある区については、来年度から結構でござい

ますということでしたので、実際出しておる

のは108ということでご答弁させていただき

ます。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）そのとおりでござ

います。ですから、橋本市の場合で申し上げ

ますと、城山台でございますと１丁目、２丁

目、３丁目等とございますが、やはり城山台

は城山台の一つの代表の方と、区長さんとい

うことで行政のお手伝いをしていただいてい

るという状況でございます。 

○議長（中西峰雄君）13番 瀧君。 

○13番（瀧 洋一君）済いません。質問がか

み合っておりません。第２条でいう区、これ、

書いてあるんですよ。「この要綱において、区

とは市内の区・自治会をいう」と書いてある

んですよ。先ほど、区と自治会は別ですとい

う答弁をいただきました。そしたらこれ、108

じゃないんでしょう。もっとあるんでしょう。

そしたら、ここに対しても行政事務委託契約

を結ばんとあかんということになってきます

よ。 

○議長（中西峰雄君）13番 瀧君。 

○13番（瀧 洋一君）わかりました。ちなみ

に、城山とかじゃないんですよ。一つのまち

で、何丁目、何丁目やって連合自治会のとい

う意味じゃないんですよ。一つのまちで、自

治会長と区長さんと別におるということを言

っています。もうこれは結構です。 

 それでは、２番の行政事務委託契約事務取

扱要綱について、明文化したということでの

ご答弁をいただいたんですが、私、ちょっと

これ、中身についてお尋ねをしたかったんで

すよね。ちょっとご答弁が、ただ単に明文化

しましただけではないので、ここで改めてお

尋ねをしてまいりたいと思います。 

 だから、ここらがはっきりとしてない中で、

あいまいに進めていくことにさまざまな問題

点が出ているんです。はっきりさせてくださ

い。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）決してあいまいに

はしておりません。ただ、この文言の、日本

語的な表現の仕方については、確かに区と自

治会という単語は入っておるところでござい

ますが、あくまでも橋本市のほうではダブっ

ておりませんし、109という扱いをしておりま

す。先ほどご答弁させていただいたとおり、

一部、来年度からは結構ですという区がござ

いましたので108にはなっておりますが、ダブ

ってはおりません。 

 まず、第２条、区の定義。「この要綱におい

て、区とは市内の区・自治会をいう」となっ

ています。そしたら、今のご答弁をあわせて

考えていただいて、この要綱において、区と

は市内の区・自治会という、これは、この数

の総数はいくつになりますか。ここの２条で

定義をする区の数は、３月議会でご説明いた

だいた108でしたでしょうか、それとまた異な

ってくるということですか。  以上です。 
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○議長（中西峰雄君）13番 瀧君。  じゃあ一方、区長さん方はどんなふうにと

らえられているんですか。これ、前にもあり

ましたよね。区長連合会の会則というのがあ

る。４条に、本会は前条の目的、前条という

のは住民の福祉増進とか、市政の円滑なる運

営とかあるんですけども、これに寄与するも

のとして次の事業を行う。連絡協議会の開催、

地区運営の円滑なる連絡調整に関する事項、

末端行政の調査研究並びに講演会の開催、市

当局に対する意見の開陳または諮問応答に関

する事項、その他本会の目的達成に必要なる

事項。これは区長さん違いますね。区に対し

てですね。区長さんに委託しているんと違い

ますね。市は、区に対して委託してるんです

ね。そこで委託しているのが広報の配布、文

書の回覧、募金、工事の立ち会い、そんなこ

とがあるんですよね。この辺、ちょっと食い

違っているように思うんですが、それについ

ての当局のご見解をお聞かせください。 

○13番（瀧 洋一君）ここは重要な部分やな

いんで、あまり時間とりたくないんで、もう

これは平行線やと思うんで、いいですか、こ

れ、ちょっとおかしいので、検討してくださ

い。もともとの定義を、だから区という定義

がそもそもないところに立って、ここで出す

からおかしくなってるんですよ。前も指摘し

ましたけど、これだけ橋本市の中で歴史があ

ります。その中で区は何ですか。これ、ない

んですよ。区長は何ですか。この定義もない

んです。ない中で、そこにおんぶにだっこと

なっている現状に問題があるから、私はずっ

と指摘してるんですよ。そこに気づいてくだ

さい。 

 次、第３条に行きます。「区に委託する行政

事務は次のとおりとする」、はっきり書かれて

ますね。①広報文書及び書誌（県民の友など）

の配布。②文書等の回覧。③その他行政事務

処理に必要な業務。この③の、その他行政事

務処理に必要な業務とは、どのような業務を

指しているんですか。お尋ねをします。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）私どもでは決して

食い違っているとは思っておりません。市内

の区長さん方におかれましては、先ほど申し

上げましたように、募金なり、ちょっと発言

間違ったんですが、工事の現場立ち会い等々、

修理の申請等あります。また、調査、いろい

ろ回覧もお願いしておるわけでございますけ

れども、それにつきましては、連合会の会則

にも書いておりますが、内容的には全く一緒

でございます。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）募金活動、それか

ら例えば地域内での工事、市道の修繕・改修

等と、そういったものをここで明記させてい

ただいております。 

 以上です。 

○議長（中西峰雄君）13番 瀧君。 

○13番（瀧 洋一君）多分、今のはちょっと

答弁あれやったんかなと思うんですけど、工

事は多分されないと思うので、工事の立ち会

いか何かかなとは思うんですけどもね。工事

を業務委託されてるわけやないと思うので、

それはもういいです。 

○議長（中西峰雄君）13番 瀧君。 

○13番（瀧 洋一君）どうもかみ合わないん

ですけども、同じというふうなご理解と。理

解をしておるということなんですよね。末端

行政、区は行政の末端組織というふうにお考

えですか。その点、お尋ねします。  じゃあ、これ、その他行政事務処理、募金

とかそうなんですね。そこまでを、これは市

の公金を使って委託をされておるわけですね。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）市役所の行政組織
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の末端組織とは考えてはおりません。区は、

あくまでも地域、地域の、自主的に地域のコ

ミュニティを保つために発生、生まれた集団

でございますので、決して行政組織の末端組

織とは考えておりません。あくまでも行政は

地域の、区のほうへ、区の代表の方にいろい

ろ行政のお手伝いはしてはおりますが、末端

の組織ではございません。 

○議長（中西峰雄君）13番 瀧君。 

○13番（瀧 洋一君）よくわかりました。こ

れ、末端であれば、要するに位置付けが非常

に不明瞭だというのは、ずっと言ってますよ

ね。市から市長が委嘱をされておるわけでも

ない。だから、それはお願いするんであれば、

しっかりと市長が直接委嘱をする。それなり

に区長さん、非常にお忙しいです。これだけ

の業務、これ、区に対してお金を支払ってる

んで、区長さんに払ってるわけじゃないです

よね。じゃあ、その区長さんの手当というの

は、これはもう住民自治で、各区でお決めい

ただければいいことなんですけれども、負担

ばかり行ってる。だったら市としてしっかり

と、市長から委嘱すればいいんやないですか

と。そんなことをずっと申し上げておるんで

すけれども。 

 続いてお尋ねをしてまいりたいと思います。

こういった行政事務の委託取扱要綱、とりあ

えずつくっていただきました。今度は区とか

区長さんとしてどうなんだ、こういったのも

つくって、市として整備をされますよう、こ

れについては要望をさせていただきます。 

 ③へ移ります。旧高野口町において、簡単

にさらっと流していただいたんですけれども、

今までに町職員がやっていたものの選任同意

とか、工事とかというふうなご答弁であった

たかと思います。例えば、この選任同意、ど

のようなものが今まで、旧高野口町時代では

職員が担当しておったものが、区長さんにそ

の業務をお願いすることになったんですか。

もう少し具体的な事例をご紹介ください。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）大きくは国勢調査

でございます。ほかにも小さな、細かなとこ

ろはあるというふうには聞いてはおるんです

が、大きくは各区長さんからご意見いただい

ておりますのは、国勢調査でございます。 

○議長（中西峰雄君）13番 瀧君。 

○13番（瀧 洋一君）確かに国勢調査、これ、

ちょうど今年が国勢調査でして、５年に１回

ですので、実は今年、合併してはじめて国勢

調査の調査員ということで、企画経営室長も

うなずいていただいておりますけども、それ

で、私のほうへも、今ちょうど区長制度ずっ

と質問させていただいておるので、あるとき、

連日、高野口の区長さん方から、こんなこと

までさせられるのかということで、何人もの

区長さんから私もお電話をちょうだいいたし

ました。これだけじゃないですよね。あれも

これも。選任、かなり増えている。で、工事

もそうだし、この次にお尋ねをする投票管理

者、これなんかも旧高野口町時代と橋本市に

変わってからどうも変わったというふうにお

聞きをしております。 

 これ、自治会というのが、さっきの議会の

答弁の中でも、橋本市の歴史、慣習であり、

ずっと続いてきたものであるから、それを堅

持していきたい。だけど今、旧橋本市と旧高

野口町、合併しました。合併して５年になり

ますか。旧高野口町時代はこんな慣習なかっ

たのが、すべて旧橋本市に合わせる形で、こ

の区長制度もなってるんですよね。今までの

慣習だったら、百いくつあった自治会・区、

これをどんどん統合していったんでしょう。

旧橋本市に合わせていったんでしょう。これ

は長年の慣習ですか。旧高野口町の人から見

たら、全然慣習じゃないですよ。合併したこ
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とによって業務は増える、区は減らされる。

これ、慣習と言えるんですか。旧橋本市だけ

のことを考えているんじゃないですか。今、

改めて新市として合併をしてやっていく中で、

じゃあ旧高野口町の慣習というのはどうなっ

ているんですか。その辺のところ、どのよう

にお考えでしょうか。 

○議長（中西峰雄君）13番 瀧君。 

○13番（瀧 洋一君）部長、済いません。ち

ょっと違う、ずれてます。私、そっちの100

を34のほうを言うてるん違うんです。業務内

容です。区長さんへお願いする内容が、旧高

野口町の場合は増えたでしょうと。そっちの

ほう、そっちについてお尋ねをしています。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 ○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）確かに議員ご質問

の旧高野口町において、結果的には100余りの

区を34にお願いしたという経緯はございます

が、これにつきましては、旧の橋本市、旧の

高野口町が合併いたしました。別に区長制度

だけではないわけですけれども、ほかの行政

分野でもそうですが、合併した以上は、やは

り一つの市として、できるだけ合併協議の中

でも行われたわけでございますけれども、や

はり一本化、統一化していく必要があるとい

うことの中で、現在まで至っております。 

○総務部長（中山哲次君）確かに、ちょっと

私、手元には持っておりませんが、業務的に

は、やはり新橋本市になりましたので、総合

的な窓口としましては区長さまにお願いをし

ていっている業務が増えておるということは、

認識はしております。 

○議長（中西峰雄君）13番 瀧君。 

○13番（瀧 洋一君）認識はもちろん、事実

そうなんだから、これはここへお願いしてお

る業務については見解の相違も何もないんで

すよ。実態なんですからね。それはいいんで

す。だから、慣習で今までお願いしていたと

いう答弁をいただいてました。旧高野口町に

限っては、慣習と違うふうに変わっていって

るんですよね。で、新市になったら一つにす

る。当然です。だから、先ほどの学校給食で

すよ。中学校給食もそうでしたよね。地域間

格差があったらいかんと。高野口だけやって

橋本やれへんのはおかしい。だからこれ、や

っていきましょう。当然ですよ。じゃあ、ど

こに合わすか。水道料金でも何でも、高いほ

うに合わせますか、低い方に合わせますか。

そうじゃなかったら、ご負担のないところに

合わせていこうかと。これ、合併してそうや

っていくんでしょう。旧橋本市のほうばかり

が基準になってやっているんじゃないかとい

うことを申し上げておる。 

 その中で、議員ご指摘の区長制度、100余り

の34というのは、これは決して我々が、市行

政側が強制的にこうしますと言ったわけでは

ございません。その点はご理解いただきたい

と思います。ただ、行政としましては、やは

りスリム化をしていく中で、ご協力をお願い

できないかなということで、総務課が担当し

まして、各区長さんなりにお願いに回りまし

た。地元へもお邪魔しました。そうした中で、

地域の100余りの区長さん方は、大変ご苦労し

ていただきました。私も現場へ出向かせてい

ただきました。大変なご苦労をしていただく

中で、確かに長い慣習で来ておった中でご苦

労されていただいたということはわかってお

りますが、結果的に、100余りの区長さん方の

ご協力といいますか、お知恵を借りまして、

結果的に34にしていただいたということでご

ざいますので、ご理解をお願いしたいと思い

ます。 

 それが、この区長制度のあり方自体は、長

年の慣習だということを根拠にずっと答弁を

なさってるんで、じゃあ旧高野口町はどうな
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んですかと。慣習違うことになってますやん。

改めて考え直していったほうがいいんじゃな

いですかと。そういうことをお尋ねをしてお

るんです。今まで町の職員がやっていたので

あれば、今度、新市の職員で、今まで橋本市

はお願いしてたけども、ご負担が多いという

認識があるというのは、さきの議会でもご答

弁でいただいております。だから、市当局と

しても、それはご理解をいただいておるんだ

と思います。６月議会、部長の答弁ですね。

「まず、区長さんには多忙なといいますか、

非常に各課にまたがりまして、全庁的にいろ

んな業務を助けていただいておるということ

では、区長さんに負担をおかけしておるとい

うことは事実認識しておりますと。」また、「責

任を区長さんにということで、業務をお任せ

する、責任を持たすということについて、そ

れが限度を超えておるということであれば、

当然、市としてもやはり今後、見直すという

か、検討が必要であるというふうに考えてい

ます。」というご答弁もいただいております。

だったら、ここ、旧橋本市が慣習的にそうだ

から、じゃあ旧高野口町も含めた全市的にそ

っちに合わすんですと、歴史から、もうそれ

が根づいてますとおっしゃってた。旧高野口

町は全然根づいてないんですよ。ないんです。

区も減らしてるんですよ。全然根づいたもの

じゃないんですよ。そこのところをまずしっ

かりと認識して、お考えいただきたいと思い

ます。 

 ほかにも、ほかといいますか、また最後ま

とめて、その辺の議論を深めていきたいと思

うんですが、次に、④投票管理者の選任方法

についてお尋ねしますということで、ちょっ

とこれ、区長さんにお願い、内申しておりま

すということなんですが、ちょっと以前から

お願いしてたんですけども、他の市町村では

どのように選任をされておるのか、ご紹介を

お願いします。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）前にもお尋ねをい

ただきまして、市のほうで確認を、調査をさ

せていただきました。 

 投票管理者として、市の職員が従事してお

る県下の市で申し上げますと、和歌山市、紀

の川市、有田市、岩出市が市の管理職職員な

り、市の職員で対応をしております。 

○議長（中西峰雄君）13番 瀧君。 

○13番（瀧 洋一君）済いません。そしたら

他の市は今挙げていただきました和歌山市、

紀の川市、有田市、岩出市、他はどうだった

んでしょうか。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）繰り返しになりま

すが、和歌山市は市の職員で、岩出市、紀の

川市は市の管理職でございますが、海南市は

市民の方にお願いをしております。これにつ

きましても、自治会に内申を依頼しておりま

す。それから、御坊市につきましても市民の

代表の方にお願いをしておりまして、町内会

に内申依頼をしております。田辺市につきま

しても市民の方にお願いをしておる。新宮市

も同じく市民の方にお願いをしておるという

状況でございます。 

○議長（中西峰雄君）13番 瀧君。 

○13番（瀧 洋一君）ありがとうございます。 

 今、和歌山市、紀の川市、有田市、岩出市、

だいたいこの辺の紀の川筋は、市の職員が担

当しておるというようなことですね。これ、

どうなんでしょう。市の職員で投票管理者を

されたほうが、お互いにいいんじゃないです

か。さきの議会においても、この投票管理者

という方々は選挙運動をすることが制限を受

ける。これは公職選挙法上明確でございます

し、そのことについて選挙管理委員会として

も広報に努めておりますというご答弁をいた
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だきました。 

 この区長と選挙ということで、やはり多く

の市民の方からのご相談といいますか、ご意

見をここのところよくちょうだいをしており

ます。どうしても区長さんなり、その奥さま

であったり、ご家族の方が後援会のカードの

取りまとめをされておるようなケースもある

と。そして、その方が投票所に管理者として

お座りになられていて、実際には見えないん

ですよ。実際にだれに投票しているか、見え

ないと思うんですよ。だけども、投票される

方が、その心理的な圧迫から、自分が思う候

補者の名前を書けないと。このようにおっし

ゃってる市民の方もいらっしゃいます。 

 もちろん、この投票管理者、いわゆるなり

すましの投票であったり、そういったことを

防止する意味で地域の方、ご近所の方が、お

顔がわかる方がお座りいただくというのが有

効な手段であるというのは理解をしておりま

す。だったら、職員でしたらどうなんですか。

地域に住む職員でお願いしたらどうですか。

職員であれば地方公務員です。もともと選挙

活動というのは地方公務員法上制限をされて

おります。よそでもやっているんでしょう。

この辺の紀の川筋。何もそこまで区長さんに

ご負担かけなくてもいいんじゃないですか。 

 どうですか。ちょっとこれ、検討してみま

すという、前向きなご答弁いただけますか。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）調査した結果につ

きましては、紀の川筋はそういった状況で、

市の管理職なり、市の職員が投票管理者にな

っているところもございます。それも調査で

わかったわけでございます。ただ、議員のご

質問でもございましたですが、やはり心理的

圧迫というのは、私どもはあまり、ちょっと

理解に苦しむところでございます。あくまで

も私ども選挙管理委員会では、お願いすると

きには、やはり公職選挙法に基づきまして、

注意もお願いもしておりますし、それは当然、

管理者になる方はわかっていただいていると

思っております。 

 ただ、ちなみに申し上げますと、平成22年

の参議院選挙におきましては、投票事務、開

票事務含めまして、延べになるわけですけど

も、383名の職員を動員しております。臨時職

員、嘱託職員にお願いする場合もございます

が。そういったことで、今現在、投票区が46

の投票所がございます。仮にそこへ投票管理

者なり投票立会人をということで、市の職員

となってまいりますと、職員の数からいいま

すと、ちょっと無理が生じてまいるという状

況もございます。なおかつ、現時点での投票

管理者なり、市民の方々なり、結果的には区

長さんにもお願いしている結果で、選挙・投

票事務を行っておりますが、今のところ特段

区長さんから直接外してほしいとか、そうい

う直接は聞いてはおりませんし、もしそうい

うご要望があれば、それはそれで区長さん以

外の方、地域の方々にお願いをしたいという

ことで、今までにもそういう区長さんと会話

をさせていただいた事例もございますので、

その点、よろしくお願いしたいと思います。 

○議長（中西峰雄君）13番 瀧君。 

○13番（瀧 洋一君）46投票所中、市長選挙

のときでしたか、33人の区長さんがというこ

とで６月議会でご答弁いただきました。これ

は、選挙管理委員会の事務局長にお尋ねした

んですが、投票管理者への報酬というのはど

のようになっているんですか。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）済いません。ちょ

っと資料を持ってないんですが、１万九千何

がしやったと思います。たしか２万円弱だっ

たと思います。恐れ入ります。 

○議長（中西峰雄君）13番 瀧君。 
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○13番（瀧 洋一君）済いません、企画部長、

職員課を所管するということで、ちょっと部

長にお尋ねしたいんですが、職員が仮にこの

投票管理者になった際に、この１万9,000円と

いう報酬を受け取るということに関しては、

違法性はあるんでしょうか。これはどうなん

でしょう。地方公務員法上どうなのか教えて

ください。 

○議長（中西峰雄君）13番 瀧君。 

○13番（瀧 洋一君）もう結構ですけども、

要は財政上の支出、休日と比べてこっちで出

したらどうやと言ってるん違うんですよ。今、

市民の方にお願いしている、それが１万9,000

円ですか、その金額はちょっと定かではない

ということなんですけれども、その費用が職

員に払われるだけのことです。休日出勤とし

てではなくて、職員も一市民として立会人に

なるということなので、多分、その点はあま

り、私としては関係ないというふうな認識を

しております。 

○議長（中西峰雄君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）その違法性はござ

いません。 

○議長（中西峰雄君）13番 瀧君。 

○13番（瀧 洋一君）ということは、特に違

法性がないということであれば、休日出勤

云々ということで、費用ということで財政的

に市のほうで発生するということではないわ

けですね。ちゃんと職員に受け取っていただ

けるということであれば、違法性はないとい

うご答弁ですので、ということは、別にこれ

は職員が担当したとして、市の支出が増える

ということではございませんので、財政上の

理由云々ということではなしに、これはぜひ

とも検討をお願いしたいと思います。現に、

市民からそういった声も寄せられております

ので、できればこれは職員でしていただきた

いと思います。 

 残り時間もございますので、次へ移らせて

いただきます。 

 ⑤市民への説明責任を果たす方法について

ということなんですが、案件について対応す

る。非常にざくっとした大ざっぱな話で、ご

答弁、もう少しちゃんとしていただきたかっ

たなとは思うんですけれども、これ、今まで

もいくつかの事例がございました。すみだこ

ども園もありました。今ちょうどやってます

ね。橋本市の幼稚園、保育園の一体型保育で

あったり、委員はごみ袋の問題、週１回収集

の問題、さまざまな問題がありました。地域

の実情を一番よく知るのが区長さんだという

のが、終始一貫した当局の答弁です。でも、

区長さん、大変ですよ。子育てから道から何

から全部わかってて。しかも、市から報酬が

ないんですよ。これ、区へ出ていると。それ

だけ過度の負担をお願いしていていいんです

か。本来、区へ出向いてというような発言が

よくあります。もっとそれぞれ必要な市民の

ところに市の担当職員が行って、皆さんに説

明しないといけないんじゃないですか。区長

さんだけに言って、区長さんがうんと言って

いただいたならまだしも、何かの会議に区長

さんに出てきてくださいと求めて、座ってい

るだけ、何も発言されてなくても、座ってい

 答弁ありますか。そしたら済いません。 

○議長（中西峰雄君）企画部長。 

○企画部長（吉田長司君）違法性はございま

せんけれども、財政上の支出についてはどう

かということについては、きちっと言えるよ

うな状態ではございません。といいますのは、

前回の議会でも議論がありましたけれども、

職員の時間外で支払うか、また別の選挙事務

として扱うかという問題については、議論が

必要なところでございますので、その財政上

の支出については、同じですということは言

い切れるということではございません。 
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て何も言わなければ地元はオーケーですと。

こういうふうな理解の仕方を、行政当局はし

てきたんです。それでいいんですか。本当に

市民の声を聞くんであれば、ちゃんと出向い

て聞かないといけないんじゃないですか。 

 先ほど、協働推進員とかそんな話もありま

した。すべて区長さんにお任せするんじゃな

くて、区長さんも判こ一つ押すとなったら、

何か問題が起きたときに区民の方から、市民

の方から、区長さんが押したんやと、区長の

責任やと。区長さんはそこまで責任持てるん

ですか。持てないですよ。その辺、改めて行

政の怠慢を区長さんに押し付ける、このやり

方を変えていかなあかんと思うんですが、さ

らに、この説明責任というのを、区長さんに

説明する、区長さんに取りまとめをお願いす

る、そうじゃなくてもっと市民の方に直接訴

えていく、そんなやり方に改める必要がある

と思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○総務部長（中山哲次君）まず、先ほどの投

票管理者の日額でございますが、１万9,000

円でございます。失礼しました。 

 それから、今のご質問の件でございますけ

れども、ご質問の中で行政の怠慢ということ

のご質問があったんですけども、私どもはそ

のような考えではおりません。しかし、行政

の怠慢によって区長さん方にご迷惑をかける

ということであれば、これはやはり行政とし

ては反省もすべきであり、取り組みの仕方も

変えていく必要があるかというふうには考え

ておりますので、その点だけよろしくお願い

したいと思います。 

 それから、区長さんに来ていただいて、区

長さんが座っているだけで、もう地元は了解

したんだよというふうなことも決して私ども

は思っておりませんで、過去にも、どの事業

どの事業ということは細かくは覚えてはおり

ませんが、区長さんから大きな、例えば過去

にもあったと思うんですけれども、いろんな

大きな新しい国の施策なんかで事業展開する

ような場合ですと、やはり区長さん、わしは

説明はするけれども来てほしいんだという話

の、区長さんからの要望もいただいて、関係

職員が出向いておるということも行っており

ますので、今後も、今、議員ご指摘のとおり、

そういった行政の怠慢に映るようなことがあ

っては決していけませんので、そういったと

ころは、区長さん方ともコミュニケーション

は密にしていきたいというふうに考えており

ます。 

○議長（中西峰雄君）13番 瀧君。 

○13番（瀧 洋一君）区長さん方とコミュニ

ケーションを大切にするのも結構なんですが、

市民の方とのコミュニケーション、これを大

切にしていただきたい。そのとりまとめで、

今区長さんにお世話になっているのかもしれ

ませんが、だから、この間の議会のときにす

みだこども園とかでも問題が出てきたわけで

すよ。区長さんにご理解いただいてる。そし

て、上がってきた保護者への説明会をした。

そんな話、初耳です、聞いてません、私らそ

んなん困ります。それはおろか、うち広報そ

んなん届いてませんよなんて言われている始

末ですよ。これは前の議会でやりましたので、

もうこれはいいですけども。 

 だから、いかに市民の方、特に、声なき声

を取り入れていくのか。そういった新たな枠

組み、それが必要になってくるんだと思うん

ですよ。さっきの10番議員の質疑の中でも、

この住民自治基本条例、これもありました。

さっきの答弁の中で企画部長から、地域協議

会はあまりなじまないというようなお話もあ

りました。だけども、慣習から来ておるとい

うことは、もう既に破綻をしておるわけでご

ざいますので、そんなことも今後ご検討をい
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ただきたいと思います。 

 次に、⑥市民協働の観点からということで、

自主防災とかそんなご答弁いただいたんです

けども、これだけじゃないでしょう。この議

会に補正予算で公募型の提案事業ですとか、

こんなことも提案をしていただいているよう

でございます。これの審議については議案審

議で行いますので、ここでは中身については

触れませんが、これは非常に私は歓迎をして

おります。私も以前から、一番最初に言わし

てもらったのは19年の９月議会やったんかな。

あの辺でお尋ねして、21年の12月議会でもさ

らにこの点、市民協働の指針に盛り込んでい

ただいたことを受けて、できました。 

 これは、区とかそういうことじゃなくて、

公募により市民から選んでというようなこと

ですね。まだこれ、団体への補助ということ

で、さらに市民税の１％とか、今度は市民が

提案する事業に対して、事業を採択していく。

これも23年度ぐらいから着手したいという答

弁も以前いただいております。こういったこ

とからも、市民の声を直接市政へ反映させる

べく、この市民協働の方針としてやっていた

だきたいなと思うんです。 

 そこで、この区長制度が、市民協働の観点

からと言っていることと、市民協働の基本指

針でうたわれ、こうやって実現しようとして

いることに、どうもずれがあるように感じる

んですが、ご答弁いただいたら一緒ですとい

う答弁が来るんでしょうが、一応、今後、今

までの歴史を、慣習を堅持しつつやっていこ

うとするのか、こういった市民協働、新たな

協働、新しい公共としての協働のあり方を模

索されるのか、見解をお尋ねします。 

○議長（中西峰雄君）副市長。 

○副市長（清原雅代君）市民協働における対

象の団体といいますのは、当然、自治会も入

りますし、それといろんな専門的な分野で活

動されている団体というのも入ってまいりま

す。ちょっと瀧議員の言われる点で違います

のは、自治会というのは非常に長い歴史があ

る中で、地域の住民に支持された団体という

ことで、何て言うんか、地域のいろんな課題

解決に取り組んでいただいているという経緯

がありますので、そういった専門的にいろん

な分野での、いわゆるＮＰＯ法人とかいうよ

うな団体とは一点、市といたしましては違う

考え方を、位置付けを持っております。 

 一つの例といたしましては、自治会組織と

いうのは、地域の住民の方が基本的には全員

入っていただきたい組織ということで、橋本

市といたしましては、新しく住民になられた

方に対しても、市民課の窓口で入っていただ

く、加入をお願いするチラシをお配りいたし

ております。これは全員の方にでございます。

それで、区長さんが後で勧誘をしやすくとい

うか、していただきやすくする取り組みもい

たしておりますし、自治会に対しては、いわ

ゆる防犯灯の補助金であるとか、集会所の補

助金であるとか、いろいろな区を中心とした

活動に対しての市としての支援も行っている

ところでございます。 

 ですから、そういったＮＰＯの協働という

考え方の中には自治会も入りますけども、自

治会というのは市にとって非常に歴史のある、

市民から支持された団体ということで、特別

の意味を持っている団体と位置付けておりま

す。そこの区長さんといいますのは、その自

治会の構成する人たちの総意でもって選ばれ

た代表の方ということでございますので、そ

このところ、十分ご理解をいただきたいと思

います。 

○議長（中西峰雄君）13番 瀧君。 

○13番（瀧 洋一君）副市長、私もそれは理

解してるんですよ。ただ、今、副市長からも

ありました、この自治会というのが、住民の
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方全員が加入されておる組織ではないという

こと。それと副市長は今、自治会、自治会と

答弁の中で使っていただいています。部長は

一貫して区ですということでのこともされて

ます。ここらがやっぱり明確にしていってい

ただきたいなと。だから、やっとこれ、行政

事務委託のやつは、こんな内規ができました。

区って何ですか。東京23区の区やない、政令

指定都市の行政区でもない、地域協議会とし

ての区でもないということは、企画部長の答

弁でもありました。地域協議会はなじまない

という答弁があったんでね。それの区でもな

いです。じゃあ、区って何ですか。区とは、

市内の区、自治会をいう。これだけでは非常

に不十分なんです。そして区長さんの位置付

け、これもしっかりと市長が委嘱をする、そ

のような形であるのか、何も前提がない中で

さまざまな内規によって区長が内申するとか、

そういったことになっている。これは行政の

一部の怠慢の一つであるということを申し上

げまして、また12月議会、続きをさせていた

だきたいと思います。 

 以上で、本日の質問を終わります。 

○議長（中西峰雄君）これをもって、13番 瀧

君の一般質問は終わりました。 
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